
もったいない

動画リンク：https://youtu.be/xFXRt0CiG3c

今回は「もったいない」を学びながら、日本語を勉強しましょう。

この動画は、前半は少しゆっくりのスピードで、漢字にはふりがながあります。

後半は少しだけ速く（＋20％）なり、漢字にふりがなはありません。
学習にお役立てください。

日本語には「もったいない」という特別な言葉があります。この言葉は、物をムダにしないようにす

るという大切な考え方を表しています。日本では、食べ物や時間、そして自然を大切にするため

に、日常生活でこの言葉をよく使います。この動画では、「もったいない」の意味や日常での使い

方、文化的な背景についてわかりやすく説明します。それでは早速「もったいない」の考え方を学

んでいきましょう！

1. もったいないの意味
「もったいない」という言葉は、日本語を学ぶみなさんも一度は聞いたことがあるかもしれません。

この言葉は、日常生活の中でとてもよく使われる言葉です。では、「もったいない」とはどんな意味

を持っているのでしょうか？

「もったいない」は、まだ使えるものをムダにしてしまうときや、何かを十分に活用せずに終わらせ

てしまうときに使います。たとえば、食べ物を残してしまうときや、まだ新しい洋服を捨ててしまうと

きに「もったいない」と言います。つまり、「ムダにするのは良くない」という意味が込められていま

す。

漢字で書くと「勿体無い」となりますが、この漢字は少し難しいので、普段はひらがなで「もったい

ない」と書くことが多いです。この言葉には「価値があるものをムダにしないようにする」という日

本人の深い考え方が反映されています。

また、「もったいない」という言葉は、物だけでなく、時間やチャンスについても使われます。たとえ

ば、時間をムダに使ってしまうときや、せっかくのチャンスを逃してしまったときにも、「それはもっ

たいないね」と言うことができます。このように、日本では何かを大切にし、ムダにしないという考

え方が根付いています。

この考え方は、日本の文化や生活の中でとても重要です。食べ物を残さず、使えるものをしっか

りと使うことが良いとされています。もったいない精神は、物を大切にすることだけでなく、自然や

環境を守ることにもつながっています。この考え方が、日常のいろいろな場面で「もったいない」と

いう言葉を使う理由です。

たとえば、日本にはたくさん自動販売機があります。

日本の自動販売機に驚く海外の人は多いですが、もっと驚くことは、日本の自動販売機では冷た

い飲み物だけではなく、温かい飲み物も買えることです。

冷蔵庫や冷房も同じですが、冷やすと熱が生まれます。冷蔵庫の後ろやエアコンの室外機は熱

くなりますよね？

https://youtu.be/xFXRt0CiG3c


自動販売機も同じです。

冷たい飲み物を提供するために、自動販売機も熱を出します。

その熱がもったいないので、その熱を利用して温かい飲み物を提供しているというわけです。

日本の「もったいない」という考え方はいろいろな場面で感じることができます。

みなさんの国にも、同じように「ムダをなくそう」という考え方はありますか？もし似たような言葉や

表現があれば、コメント欄で教えてくださいね！

2.日常の使い方
「もったいない」という言葉は、日本の生活の中でとてもよく使われます。では、どんな場面で使わ

れるのでしょうか？

たとえば、食べ物を残してしまうと、「もったいない」と言います。特に、まだ食べられる食べ物を捨

てるのは「もったいない」と感じます。日本では、食べ物を大切にする文化があり、食事のときに

「もったいない」と言われることが多いです。これは、食べ物をムダにしないようにという教えが子

どものころから根付いているからです。

また、日常の買い物の場面でも「もったいない」はよく使われます。たとえば、まだ使えるものを捨

てて、新しいものを買う時に、「まだ使えるのに捨てるのはもったいない」と言います。これは、物

を大切に使い切るという日本人の考え方を表しています。何かが壊れてしまったときも、「直せば

まだ使えるから、捨てるのはもったいない」と感じることが多いです。

さらに、「もったいない」は時間やお金に対しても使われます。たとえば、友だちと話しているとき

に「今週末、何もしないで家にいるのはもったいないよ。どこかに行こう！」と言うことがあります。

このように、時間をムダにしないためにも「もったいない」が使われます。また、たくさんのお金を

使うときに「ムダ遣いをするともったいないよ」と言うこともあります。これは、ムダにお金を使わな

いようにという意味です。

このように、「もったいない」は食べ物や物だけでなく、時間やお金、機会などにも使われます。日

本人にとって、この言葉は日常生活で非常に大切な言葉です。

みなさんも、最近「もったいない」と思ったことがありますか？ぜひ、コメント欄で教えてください

ね！

3. もったいないの文化背景
「もったいない」という言葉は、日本の文化と深く結びついています。では、なぜ日本で「もったい

ない」という言葉が大切にされているのでしょうか？

日本は、自然資源が限られた島国です。昔から、食べ物や物をムダにしないことが大切にされて

きました。たとえば、農家では、収穫したお米を一粒もムダにしないようにと教えられます。これ

は、限られた資源を大切にするためです。このような考え方が、「もったいない」という言葉に込め

られています。

また、日本では「ものを大切にする」という考え方が、宗教とも関係しています。特に、仏教の影響

が強いです。仏教では、すべてのものには命があり、それをムダにすることは良くないとされてい

ます。このため、古くから日本人は、物を大切に使い続けることが良いとされてきました。使わなく

なった道具や服にも感謝し、捨てるときには「ありがとう」という気持ちを持つことが大切だと教え

られます。



さらに、現代では「もったいない」という考え方が、環境問題とも関わっています。日本では、リサ

イクルや再利用が広く行われています。これも「もったいない」という考え方が根底にあるからで

す。たとえば、ペットボトルや紙を分別して捨てるのは、ムダを減らし、地球の資源を守るためで

す。「もったいない」という言葉は、環境を守るための行動としても世界で広まりつつあります。

「もったいない」という考え方は、日本の生活の中でとても大切なものです。それは、物を大切に

するだけでなく、自然や環境、そして他の人々に対しても感謝の気持ちを持つことを表していま

す。だからこそ、日本人は「もったいない」を使って、自分たちの行動を見直すことが多いのです。

みなさんの国では、環境や物を大切にするためにどんな言葉や行動がありますか？コメント欄で

教えてくださいね！

4. 「もったいない」に似ている表現
「もったいない」という言葉は日本語独特の表現ですが、他にも似た意味を持つ言葉があります。

これらの表現を学ぶことで、より豊かな日本語の使い方ができるようになります。

まず、「ムダ」という言葉があります。「ムダ」は、何かが役に立たないことや、効果がないことを意

味します。たとえば、「時間をムダにする」「ムダ遣い」という表現がよく使われます。この「ムダ」

は、もったいないと似た意味を持っていますが、少しニュアンスが違います。ムダは「必要ないこ

と」や「効果がないこと」に焦点を当てていますが、「もったいない」は「本当は価値があるのに、そ

れを十分に活かしていない」ときに使われます。

次に、「惜しい」という言葉もよく使われます。「惜しい」は、あと少しで何かを達成できたのに失敗

したときや、何かを失ってしまうときに使います。たとえば、スポーツであと一歩で勝てなかったと

き、「惜しかったね」と言います。ここでの「惜しい」は、「もったいない」と似た気持ちを表していま

す。つまり、「もっと大切にすれば、良い結果が出たかもしれないのに」という後悔の気持ちです。

また、「大切にする」という表現も、「もったいない」と近い考え方を示しています。「大切にする」

は、物や時間、関係などをしっかりと守り、ムダにしないようにすることです。たとえば、「物を大切

に使う」「時間を大切にする」などがその例です。これは、「もったいない」と同じように、何かをム

ダにしないという考え方に基づいています。

これらの表現を知ることで、状況に応じた使い分けができるようになります。たとえば、何かを完

全にムダにしてしまったときは「ムダ」と言い、少しでも価値が残っている場合は「もったいない」と

言います。日本語を学ぶ中で、これらの表現を使いこなすことができれば、もっと自然なコミュニ

ケーションができるようになるでしょう。

みなさんの国にも、似た表現がありますか？ぜひ、コメント欄で教えてくださいね！

5. 「もったいない」を学ぶことで得られること
「もったいない」という言葉を理解することで、ただ日本語を学ぶだけでなく、日本文化の深い部

分に触れることができます。この言葉には、日本人の生活や考え方、価値観がしっかりと反映さ

れているからです。

まず、「もったいない」を学ぶことで、日本人が物を大切にするという価値観を理解することができ

ます。たとえば、食べ物を残さないようにすること、使えるものをすぐに捨てないことなど、日本人

は小さいころから「物をムダにしてはいけない」と教えられます。こうした考え方は、物だけでなく、



時間やお金、さらには人間関係にも影響しています。このため、日本で生活するときや、日本人

と話すときに、「もったいない」という考え方を理解していると、自然なコミュニケーションが取りや

すくなります。

さらに、「もったいない」は、環境を守るための行動にもつながります。たとえば、リサイクルや節

約をすることは、「もったいない」の精神があるからこそ、日本では広く行われています。日常の中

で物をムダにしないように気をつけることは、結果的に自然を守ることにもなります。もし、日本で

暮らすなら、この「もったいない」の考え方を知っていることで、より日本の生活に慣れることがで

きると思います。

また、「もったいない」を学ぶことで、他の日本語の言葉や表現も深く理解できるようになります。

たとえば、「ムダ」「惜しい」など、同じような意味を持つ言葉も、どの場面で使えばよいのかがわ

かるようになります。このように、単に言葉を覚えるだけでなく、その背景にある文化や考え方を

理解することが、日本語学習の大きな一歩となります。

日本で暮らしたり、日本人と仕事をしたりすると、「もったいない」という考え方に何度も出会うこと

があるでしょう。この言葉を知っておくと、日常の会話でも役に立つだけでなく、相手が大切にして

いるものや時間に対しても敬意を払うことができるようになります。

みなさんも「もったいない」を実際に使ってみたことはありますか？もし何か感じたことがあれば、

ぜひコメント欄で教えてくださいね！

「もったいない」という言葉には、日本の文化や生活の知恵がたくさん詰まっています。この言葉

を学ぶことで、物を大切にする気持ちや、環境を守るための考え方を理解することができるはず

です。日本での生活や日本人とのコミュニケーションでも、この考え方を知っていると役立ちま

す。みなさんも「もったいない」を感じた瞬間があれば、ぜひコメント欄で教えてくださいね！

「もったいない」はいかがでしたか。

コメント欄から感想をみんなに教えてください。

それでは、また別の動画でお会いしましょう。
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